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　（１）審議概観

　第163回国会において、本委員会は、国家の基本政策に関する調査について、衆議

院国家基本政策委員会と合同審査会を２回開き討議を行った。

　〔国政調査等〕

　国家基本政策委員会合同審査会は、２回開かれ、前原誠司君が発言者となって、小

泉内閣総理大臣との間で討議が行われた。

　10月19日の合同審査会（第１回）では、丹羽雄哉衆議院国家基本政策委員長が会長

を務め、冷戦後において日米同盟関係を維持していくことの意義、日米分断という両

面作戦をとっている中国に対する総理の見解、普天間飛行場移設の履行に向けての総

理のリーダーシップの必要性、東アジア首脳会議へのアメリカ参加交渉に見られる日

本外交の戦略性欠如、日米間のＦＴＡ早期締結、米国依存から脱却しての日本独自の

情報網構築の必要性、東シナ海ガス田開発問題への対策の必要性、総理の靖国神社参

拝の是非等について討議が行われた。

　10月26日の合同審査会（第２回）では、今泉昭参議院国家基本政策委員長が会長を

務め、20か月以下・危険部位の除去等のリスク管理が確認できない状況下での米国産

牛肉輸入再開問題、アスベストの危険性指摘から長期間経過後に原則禁止に至った政

府の取組、危機管理における政治のリーダーシップの必要性、無駄を削る改革と「小

さな政府」競争、総理が在任中に消費税増税をしないとする理由、総理の抱く地方分

権改革の最終像の明示等について討議が行われた。



　（2）委員会経過

○平成17年10月５日（水）（第１回）

　○理事の補欠選任を行った。

○平成17年10月14日（金）（第２回）

　○理事の補欠選任を行った。

　○国家の基本政策に関する調査を行うことを決定した。

　○国家の基本政策に関する調査について合同審査会を開会することを決定した。

○平成17年10月19日（水) （合同審査会第１回）

　○国家の基本政策に関する件について前原誠司君が小泉内閣総理大臣と討議を行った。

○平成17年10月26日（水）（合同審査会第２回）

　○国家の基本政策に関する件について前原誠司君が小泉内閣総理大臣と討議を行った。




